
Dante機器 

ドメイン情報の初期化マニュアル 
 本手順書は DanteDomainManager(以下 DDM)によって、ドメインにアサインされた Dante機器のドメイン情報

を、初期化(アンマネージドドメイン化)する手順を示したものです。 

ドメインに所属する Dante機器は、ドメインをアサインした DDM サーバーがなければ、ディスクリプションを

はじめ、その他設定の変更ができなくなります。DDM を用いて Dante 機器を任意のドメインにアサインしたにも

関わらず、その DDM が手元にない場合などに有用な手順となります。 

 
1. DDM サーバーがネットワーク上に存在しないことを確認します。 

 

2. 任意のドメインにアサインされた Dante機器を Primary 接続し、Dante Controller を立ち上げます。 

すると図 1のように灰色にハッチングされた Dante機器が検出されます。 

※この検出には数分かかることがあります。検出されない場合は、PC の IP設定に不備がないかご確認ください。 

3. 検出された Dante機器上でダブルクリックします。すると図 2のような DeviceView画面が開きます。 

 

4. 図 3のように左上のメニューから Device>Clear Domain Credentialsを選択します。 

5. 図 4のようにドメイン情報の初期化をするか確認されます。Clear Config を選択します。 

 

  

 
図 1. ドメインにアサインされた Dante機器の検出 

 
図 2.DeviceView画面 

 
図 3.Deviceタブメニュー 

 
図 4. ClearDomain 確認画面 
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6. 図 5のように「Clear Config has been successful.」となればドメイン情報の初期化が成功しました。 

7. 図 6のように Dante機器が水色表記になっていれば、ドメイン情報が初期化され、ディスクリプションをはじめ

その他設定が行えるようになっています。手順は以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5. ClearConfig 成功画面 

 
図 6. ドメイン初期化の確認 


